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研究成果の概要（和文）：日本語を母語とする英語学習者にとって、（１）プレゼンテーション

学習を主体とする短期海外語学研修が英語表現力の向上に役立つかどうか、また（２）母語の

影響が果たしてどの領域において化石化に繋がるか、という２点について第二言語習得研究の

観点から実証的に考察した。オハイオ州立大学で実施した夏期英語研修の参加者の団体ミシガ

ンテストのスコアと日本の大学で学部生に実施した文法性容認度テストの結果から、（１）につ

いては、「考えや意見を整理して表現する」という論理的な自己表現力の養成には非常に有益で

あること、そして（２）については、母語の干渉は統語においてほとんど問題はないのに対し、

形態素の領域、特に屈折要素においては顕著で、例えば３人称単数の/ｓ/や名詞複数形の/ｓ/

の習得に関して化石化する傾向にあることが明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）：This research project investigated two questions pertinent to the 
acquisition of English by Japanese college students learning English as a foreign language 
(JEFL): (1) Whether a short-term English study abroad program can help the JEFL improve 
their writing ability and (2) whether first language (L1) transfer results in 
fossilization, and if so, in which linguistic component such fossilization is found among 
the JEFL. We analyzed data from the JEFL’s results on three different tests—the Michigan 
Test of English Language Proficiency, the Institutional Test of Written English, and the 
grammar acceptability test. Our analyses have showed that (1) the tailor-made, 
presentation-centered study abroad program is indeed effective for the improvement of 
logical and coherent writing in English among the JEFL, and (2) L1 transfer is a serious 
factor in the acquisition of inflectional morphology, unlike in narrow syntax, which 
seemingly leads to the fossilization of 3rd person singular /s/ and noun plural /s/ among 
the JEFL. 
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１．研究開始当初の背景 

急速に加速するグローバル化により、海外
において短期英語研修を実施する大学が急
増してきた。しかしながら、海外研修に関す
る研究はそのほとんどが学習意欲、動機づけ、
異文化理解に関するもので、研修が英語力の
向上に実際にどのように役立つのか、またど
のような効果がどのスキルにおいて期待で
きるのかについて調査したものは数少なか
った。そこで、本研究では海外研修の第一義
的な目標が参加者の英語力の向上にあるこ
とを重視し、研修結果を言語学と第二言語習
得の視点から実証的に分析することとした。 

 

２．研究の目的 

本研究では、海外短期英語研修プログラム
を第二言語習得の観点から捉え直すという
観点から、以下の２つの課題を調査すること
が目的である。 

（１）参加学生の英語習熟度と学習ニーズ
に配慮して企画した、プレゼンテーション学
習中心の海外短期英語研修プログラムが「自
己の考えや意見などを整理して論理的に書
く力」（アカデミックライティングスキル）
の向上に効果的であるかどうか。 

（２）日本語を母語とする学習者の英語に
頻出する機能形態素（例えば、３人称単数、
過去形、冠詞、名詞複数形）の誤りが学習期
間やインプット量、あるいは習熟度に比例し
て果たして克服できるかどうか。 

本研究は、2005 年～2007 年科学研究費補
助金研究「アカデミックコミュニケーション
能力の養成を目指す海外短期英語研修プロ
グラムの構築」の継続調査で、そこで観察さ
れた上記の事項についてさらに調査を進め
再検証する。特に、（１）はグローバルコミ
ュニケーションにとって重要な英語運用力
の養成に関する実践的な問題で、一方、（２）
は外国語習得において未だその本質が解明
されない「化石化現象」に係わる理論的な問
題である。本研究の成果が期待される。 

 

３．研究の方法 

本研究は、研究期間中、以下の３つの被験
者グループから資料を得た。 
（１）被験者グループ 
① 2004年から毎年 8月にオハイオ州立大学
（米国・オハイオ州コロンバス州）で開始し
ている「静岡夏期英語研修プログラム」（３
週間）（Shizuoka Summer English Program, 
SSEP）に研究期間中に参加した文系大学生
(本調査の軸)（28名） 
② 静岡県立大学のグローバル COE 採択によ
り 2007年から毎年 6月～7月(６週間)にオハ
イオ州立大学で実施している「静岡健康科学

英語研修プログラム」（ Shizuoka Health 
Sciences English Program, SHEP）に研究期
間中参加した理系大学院生（25名） 
③ 静岡県立大学の文系大学生（64 名） 
  中高校の英語教員（16名） 
  英語ネイティブスピーカー（20 名） 
次の４種類のテスト結果を分析に使用した。 
（２）資料 
① 団体ミシガンテスト 

  • Michigan Test of English Language  
Proficiency（文法・語彙・読解） 

• Listening Comprehension Test 
（リスニング） 
• Institutional Test of Written English 
（英作文） 

② 文法性容認度調査（50問） 
なお、被験者グループ①と②はそれぞれの海
外研修の前後に団体ミシガンテストを受け、
また被験者グループ③は文法性容認度調査
に参加した。 
 
４．研究成果 

上記２種類の海外研修プログラムの参加
者グループ（①＋②）が受験したミシガンテ
ストスコアと英作文を分析した結果、前述の
２つの目的に関し以下の点がわかった。 
（１）英作文力 
論理的な論旨の展開やまとめ方に顕著な向
上が見られた。例えば、2008 年の分析では、 
① SSEPの学部生（グループ①12名）の場合、
6段階で 2段階以上向上した者が全体の 42％
で、その中、３名が上級レベルに達した。 
② SHEP の大学院生（グループ②8 名）の場
合、研修開始時中級レベルであった 6名が研
修終了時には 3 名が中級の上に、他の 3 名が
上級に向上した。 
（２）形態素の習得 
③ 被験者の英作文には統語上の誤りはほと
んど観察されなかった。例えば、日本語の主
語代名詞省略現象の影響は被験者の英作文
にはほとんど見られず、必要な主語が欠落し
たのは 639文中 5文のみであった。また、被
験者の英作文では WH-移動が 25文で生じてい
たが、WH-句が文頭に移動していなかった誤
りは１文のみであった。 
④ 形態素の誤りが数多く見られたが、その
ほとんどが過剰付与ではなく、欠落による間
違いであった。特に、動詞の過去形/ed/の欠
落率が 5.78%であったのに対し、３人称単数
/s/の欠落率は 27.3%であった。両者の差は統
計的に優位であった（t(29)=3.339, p<0.002）
点は着目すべきである。 
⑤ 形態素/s/は２つの機能（３人称単数・名
詞複数形）を果たすが、英作文において両者
間に興味深い違いが示された。つまり、習熟



度が低い参加者にとって３人称単数が名詞
複数形よりむずかしいのに対し、習熟度が高
まると、２種類の/s/の間には難易度の差は
ほとんど無くなってしまう（表 1参照）。 

表１ 欠落率―「３人称単数-s 」対 「名詞複数形-s」 

平均 標準偏差 平均 標準偏差 ｔ　値 ｐ　値

L 0.42 0.45 0.2 0.14 t (14)=2.045 p <0.060

H 0.13 0.21 0.23 0.19 t (14)=-1.559 p <0.141

計 0.27 0.38 0.22 0.16 t (29)=0.762 p <0.452

グループ
3人称単数 -s 複数形 -s 3人称単数　対　複数形

 

 ⑥ 冠詞の用法については、研修によって誤
りが改善されることはなく、習得が容易でな
いことがわかった。 
次に、被験者グループ③を対象に実施した

文法性容認度調査の結果では、以下のような
ことが明らかになった。 
⑦ 日本語が主語省略言語であるのにも係わ
らず、被験者はネイティブスピーカーと同様
に主語のない英文を正確に除外し、虚辞詞
there と it を主語として認識・使用できた。
しかしながら、動詞 seem/appear 対する適切
な主語の選択は日本語母語話者にとって習
得が困難であることがわかった。 
⑧ 日本語に存在しない WH-移動について、被
験者にとって短距離移動は全く問題がない
のに対し、長距離移動は生成がむずかしいこ
とが指摘された。さらに、補文の指定部に WH-
句がとどまることができるかどうかが主節
の動詞によって決定すること、すなわち
think/say と ask/wonder の区別は上級レベ
ルの学習者にとっても困難な問題のようで
ある。 
これらの成果に基づき、本研究では以下の

ような結論に至った。 
（３）結論 
① プレゼンテーション学習中心の海外短期
英語研修が表現の構成力と展開力に役立つ
ことが実証的に理解できた。この点について、
プレゼンテーションの準備段階で学習者が
おこなった文献調査、ディスカッション、意
見の段階的な構築、といった一連の言語活動
が有機的に表現力養成に繋がったのではな
いかと考える。 
② 母語の転移によって化石化の傾向にある
のは統語ではなく、形態素であることが明ら
かになった点について、インプット-アウト
プットの連動学習の重要性と明示的な指導
の必要性を強調しておきたい。 
③ 動詞の意味役割と密接に関連する統語構
造（例えば、seem/appear, think vs. ask）
については、明示的な指導と学習がより効果
的ではないだろうか。また、冠詞の学習につ
いては、談話学習と連動して行われることが
望ましいと考える。 

（４）今後の展望 
 以上の研究成果は『海外短期英語研修と第
２言語習得』（ひつじ書房）および国内外で
学術論文として発表したほか、国際学会で最
新情報の発信に努めた。 
 本研究から得た知見を土台に、また言語学
の新たな進展を背景に、外国語（特に英語と
日本語）習得過程のメカニズムの本質解明に
向けて、科学研究費補助金基盤研究（Ｂ）「文
法モジュールとインターフェイス論に基づ
く外国語習得研究の新展開と学習法への示
唆」を進めています。 
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